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➢稲わらの野焼きが

PM2.5の濃度に影響

１ はじめに ⑴事業の動機

岡山県環境文化部環境管理課

環境省通知文の
写し

➢他県の野焼きを減らす取組
事例を紹介（条例など）

微小粒子状物質（PM2.5）と野焼き
行為との関連について（通知）

環水大大発第1803273号 H30. 3.27
環境省水・大気環境局大気環境課長

ポイント

達成率が低い本県で
対策の必要性
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・大気中に浮遊している2.5μm以下の小さな粒子

・髪の毛の1/30程度、肺の奥深くまで入りやすい

・呼吸器系や循環器系への影響が懸念

・燃焼等に伴う人為発生源の寄与率が高い

環境基準：1日平均値 35 μg/m3以下
1年平均値 15 μg/m3以下

１ はじめに ⑵ＰM2.5とは

・工場・事業場の排ガス

・自動車・船舶等の排ガス

・その他（たき火、野焼き など）

施設からの排出規制

排ガス規制

未対策
（一律の規制は困難）

PM2.5（微小粒子状物質） 発生源

岡山県環境文化部環境管理課

出典：東京都HP※1μmは1mmの千分の1
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出典：令和元年度大気汚染の状況（環境省）

１ はじめに ⑶ＰM2.5の現状

PM2.5濃度の推移

岡山県環境文化部環境管理課

🗾全国

➢ 緩やかな改善傾向

環境基準（15㎍/㎥）クリア

🌎海外

➢ 中国では大幅に改善

日本への越境も減少

全国（年平均値）

（年平均値）

全国の状況
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１ はじめに ⑶ＰM2.5の現状

岡山県環境文化部環境管理課

出典：令和元年度大気汚染の状況（環境省）

➢ 環境基準達成率は

大幅に向上

PM2.5環境基準達成率

全国の状況

※ 環境基準達成率(％)

＝ 環境基準達成地点数 / 有効測定地点数
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西日本に偏りあり

➢中国地方(瀬戸内海沿岸)

➢九州地方
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１ はじめに ⑶ＰM2.5の現状

岡山県環境文化部環境管理課

全国との比較

岡山県の状況

PM2.5環境基準達成状況
（令和元年度）

26測定局中21測定局で達成

80.8％（全国ワースト１位）
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２ 事業の方向性 ⑴現状・問題点

岡山県環境文化部環境管理課

本県の地域的特徴

大規模工場地帯

大規模工場地帯以外の

農業地域・住居地域

でも非達成の地点あり

①水島地域などに

大規模な工場地帯あり
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② 児島湾干拓地周辺には

広大な農業地帯あり

（水稲、麦作など）



11月のPM2.5濃度

夕方～夜半に上昇

２ 事業の方向性 ⑴現状・問題点

岡山県環境文化部環境管理課

なぜ、農業地域等で環境基準を達成していない？

秋期の稲刈り後に

稲わらを焼却処理
（児島湾干拓地周辺では比較的多い）

稲わらの野焼きが

行われる時間帯と一致
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２ 事業の方向性 ⑵検討

岡山県環境文化部環境管理課

稲わらの野焼きを減らすには？

方法その１ 条例で規制

方法その２ 規制以外の方法（啓発など）

農家ごとで野焼きの理由は様々

（やむをえず野焼きをしている場合もある）

規制による

方法は適さない

･野焼き以外の手法を啓発

･取組可能な農家から実践

･実情に応じ柔軟に対応

稲わらの有効利用
(すき込み、飼料化等)
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２ 事業の方向性 ⑶方向性 (1/2)

岡山県環境文化部環境管理課

稲わらの野焼きを減らすための具体策

2. ターゲット

取組が可能な農家から

1. 取組の方向

稲わらのすき込み
その他の有効利用方法として
は、
・堆肥化（圃場から持ち出し）
・飼料化（畜産業等）
・果樹等の敷きわら
などがあるが、手間がかかる

わらを土づくりに活用

✓ 野焼きをしないと成り立たない
（稲刈りと麦の播種期が近接し、

作業工程上すき込みの余裕がない）

✓ 雑草・害虫対策のため

✓ 習慣的に、なんとなく

農家の声（野焼きをする理由）
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２ 事業の方向性 ⑶方向性 (2/2)

岡山県環境文化部環境管理課

稲わらの野焼きを減らすための具体策

3. 取組の内容 4. 進め方

稲わら分解促進剤
の購入補助

✓ すき込んだ稲わらの分解が
遅いことが心配

✓ なんとなく野焼きしている
（すき込みへの転換のきっかけ次第？）

農業関係の団体・
農政部局と連携

農家の声（すき込みをしない理由） ✓ 農家への補助金
✓ 各種啓発・広報など

環境部局だけで
農業者への

周知や啓発は不可能
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２ 事業の方向性 ⑷まとめ

岡山県環境文化部環境管理課

✓稲わらの野焼きは、PM2.5の原因の一つ

稲わらの有効利用を拡大

PM2.5濃度の低減

(環境基準の達成)

住民からさらに

応援してもらえる農業へ！

✓ 規制以外の手法で野焼きを減らし、稲わらの有効利用を推進

✓ 農家への補助と啓発を実施

✓ 推進会議で、環境部局と農業関係者が連携
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岡山県環境文化部環境管理課

新聞広告（令和２年10月25日 山陽新聞朝刊）

３ 令和２年度の取組結果 ⑴各種啓発
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山陽新聞社提供

（半５段カラー）



岡山県環境文化部環境管理課

チラシ（各JA広報誌（令和２年11月号）折込）

３ 令和２年度の取組結果 ⑴各種啓発
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岡山県環境文化部環境管理課

ラジオ放送

DJ生CM（60秒） スポットCM（20秒）

〇FM岡山
・11/5（木）7:40

３ 令和２年度の取組結果 ⑴各種啓発

15

〇RSKラジオ
・10/26（月）8:30
・10/27（火）7:30
・10/28（水）8:20
・10/29（木）7:10
・10/30（金）8:20

〇FM岡山
・10/24（土）8:55
・10/27（火）7:47
・10/29（木）7:24
・10/30（金）8:00
・10/31（土）8:55

岡山県からのお知らせです。PM2.5を知っています
か。
PM2.5は大気中を漂う2.5マイクロメートル以下のとて
も小さな粒子のことで、肺の奥深くまで入りやすく、
呼吸器系や循環器系への影響が心配されています。
大気汚染物質として環境基準も定められているPM2.5
ですが、岡山県の基準達成率は、平成29、30年度と連
続で全国ワースト１位でした。
PM2.5は工場や自動車の排ガスだけでなく、稲わらや
刈草などの野焼きも濃度上昇の原因の一つとされてい
ます。
野焼きは大気汚染につながるだけでなく、煙のにおい
や灰の飛散など、周辺環境への影響があります。
稲わらはできる限り圃場にすき込むなどしていただ
き、「晴れの国おかやま」らしい大気環境の実現に御
協力ください。

岡山県では、「晴れの国おかやま」
らしい大気環境の実現を目指し、
稲わら等の野焼きの抑制を呼びかけ
ています。
野焼きは、健康への影響が懸念され
ているPM2.5の原因の1つです。
皆様のご協力をお願いします。
岡山県からのお知らせでした。



岡山県環境文化部環境管理課

講習会（令和２年９月下旬～10月上旬）

３ 令和２年度の取組結果 ⑴各種啓発
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JA主催の講習会において

右のチラシを配布させていただき

稲わらのすき込みを呼び掛け

[実施会場] 全11カ所

[参加者数] 延べ248人



３ 令和２年度の取組結果 ⑵農家支援

岡山県環境文化部環境管理課

稲わら分解促進剤の購入を支援（補助）

補助内容 実績

[申請数] 155件
（うち早島町内10件）

[特 徴] 補助した圃場のうち
・麦二毛作あり圃場26名(105.7ha)
・麦二毛作なし圃場42名(38.3ha)

[対 象 者 ] 岡山市南区、早島町内
の圃場に水稲の作付を
行った農家

[補 助 率 ] 購入費の１／２（上限）

[対象品目] 石灰窒素など

[申請期間] 令和2年8月～12月

[窓 口] 県庁 環境管理課

地域限定のモデル事業
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計144haの圃場が野焼きから転換



岡山県環境文化部環境管理課

衛星画像解析で県南の稲わらの野焼き率を調査

令和元年度(R元.11.13撮影) 令和２年度(R2.11.15撮影) 

【調査地域】

岡山市、早島町、倉敷市、
総社市、瀬戸内市

３ 令和２年度の取組結果 ⑶野焼き率調査
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赤色の野焼き圃場部分が明らかに減少している
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岡山県環境文化部環境管理課

地域別の野焼き率調査結果

３ 令和２年度の取組結果 ⑶野焼き率調査
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水田面積
令和元年度 令和２年度

野焼き面積 野焼き率 野焼き面積 野焼き率

岡山市北区 1,639 ha 57 ha 3.5 ％ 36 ha 2.2 ％

岡山市中区 813 ha 37 ha 4.6 ％ 37 ha 4.5 ％

岡山市東区 3,664 ha 190 ha 5.2 ％ 165 ha 4.5 ％

岡山市南区 4,404 ha 1,388 ha 31.5 ％ 696 ha 15.8 ％

倉 敷 市 3,747 ha 416 ha 11.1 ％ 257 ha 6.9 ％

早 島 町 139 ha 12 ha 8.8 ％ 6 ha 4.5 ％

総 社 市 2,059 ha 104 ha 5.1 ％ 73 ha 3.5 ％

瀬 戸 内 市 1,572 ha 54 ha 3.5 ％ 31 ha 2.0 ％

計 18,037 ha 2,259 ha 12.5 ％ 1,302 ha 7.2 ％

※ 岡山市中区、早島町以外は、主に稲作が行われている地域を調査対象としている。

※ 水田面積は、農水省の筆ポリゴンから算出しているため、統計資料との乖離あり。


